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むかし、 あるとき、 お金 持の あきんどが ありました。 

どのくらい お金 持 だとい つて、 それ は 町の 大通 のこら 

ず 銀貨で 道 を こしらえて、 そのうえ 横町の 小路にまで 

それ をし きつめ て、 それでも まだ あまる ほどの 〔# 「ほ 

どの」 は 底本で は 「ほの ど 匕 お金 を 持って いました。 で 

も、 この あきんど は、 そんな こと はしません。 もっと 

ほかにお 金 をつ かう こと をかん がえ て、 一 シ リング だ 

せば、 一 タ— レル にな つ て もど つ てく る 工夫 をし まし 

た。 まあ、 そんなに かしこい あきんどで したが そ 

のうち、 この あきんど も 死にました。 

そこで、 むすこが、 のこらずの お金 を もらう ことに 



ら、 どこかの ばあやが、 こども 〔# 「こども」 は 底本で は 

「こど 匕 を つれてくる のにで あいました。 

「ねえ もし、 トルコのば あやさん ご と、 むすこ はたず 

ねました。 「この 町の すぐ そとに ある 大きな お 城 は ど 

ういう お 城です ね。 ずいぶん 高い 所に、 窓が ついてい 

ますね ご 

「あれ は、 王 さまのお 姫 さまのお すまいで すご と、 ば 

あやが こたえました。 「お 姫 さま は、 お生まれになる 

さっそく、 なんでも たいへん 運の わるい おむ こさん を 

おむかえになる という、 いやな うらないが でた もので 

すから、 その わるい おむ こさんのより つけない ように 



王 さまと お 妃 さまが ごい つし よに おいでの ときの ほ 

か、 だれもお そばに いけない のでよ ご 

「いや、 ありが とうご 

むすこ はこうい つて、 また 森へ もどって いきました- 

そうして、 すぐ かばんの なかには いると、 そのままお 

城の 屋根のう えへ とんで いって、 お 姫 さまのお へやの 

窓から そ つ と なかにはい りました。 

お 姫 さま は、 ソファの うえで 休んで いました。 それ 

が、 いかにもう つくしい ので、 むすこ はつい キスし ず 

に は、 いられませんでした。 それで、 お 姫 さま は 目 を 

さまして、 たいそうび つくりした 頦を しました。 



でも、 むすこ は、 こわがる こと はない、 わたし は、 

トルコの 神 さまで、 空 を あるいて、 わざわざ やって来 

たの だとい いますと、 お 姫 さま は うれしそうに につ こ 

りしました。 

ふたり はならん で 腰 を かけて、 いろんな 話 をし まし 

た。 むすこ はまず、 お 姫 さまの 目の こと を 話しました _ 

なんでも それ はこのう えなく きれいな 黒い 水 をた たえ 

た、 ふたつの みずうみで、 うつくしい かんがえが、 海 

の 人魚の ように、 そのな かで およぎ まわって いると い 

うのです。 それから、 こんど はお 姫 さまの 額の こと 

をい つて、 それ は、 このうえ なく りっぱな 広間と 絵の 



せいぜい おもしろ いお 話 をして あげてく ださい ましね- 

両親と も、 たいへんお 話ず きな のです からね。 おか あ 

さま は、 教訓の ある、 高尚な お 話が 好きです し、 おと 

うさ ま は、 わらえる ような、 おもしろ いお 話が 好きで 

すわ ご 

「ええ、 わたし は、 お 話の ほかに は、 なんにも、 ご婚 

礼の おくりもの を もつ てこない ことにしましょう ごと 

むすこ はいいました。 そうして、 ふたり はわ かれ まし 

た。 でも、 わかれぎ わに、 お 姫 さま は 剣 を ひと ふり、 

むすこに くれました。 それ は 金貨で おかざり がして 

あって、 むすこに は、 たいへんち ようほうな もので し 



しよくば 

いう りっぱな 船 だ。 ほかの 枝 も、 それぞれの 職場に お 

ちついて いる。 ところで、 わたしたち は、 いやしい 人 

民 どもの ために、 あかり をと もして やる しごと を 引き 

うけた。 そういう わけで、 こんな 台所へ、 身分の ある 

われわれが 来たの も、 まあ はきだめにつるが おりたと 

いう もの だ ご 

ちょうし 

「わたしの うたう 歌 は、 すこし 調子が ちがって いる ご 

と、 マッチの そばに いた 鉄な ベが いいました。 「〔#「「」 

は 底本で は 欠落〕 わたしが 世の中に 出て 来た そもそも か 

ら、 どのくらい、 わたしの おなかで 煮たり 沸かしたり、 

その あとた わしで こすられ たか 分からない。 わたし は 



たなから ころげおちて、 こなごなに こわれた くらい 〔# 

「くらい」 は 底本で は 「くい 匕 だ。 あいつ は、 自由主義 だ 

よ、 まったく ご 

「さあ、 きみ は、 あんまり しゃべり すぎる ぞご と、 ほ 

くち 箱が、 くち を はさみました。 そして、 火 切 石に か 

ね をぶ つけたので、 ぱっと 火花が ちりました。 

「どう だ、 おた がいに、 おもしろく、 ひと 晚 すごそう 

じ やない かご 

「うん、 このな かで、 だれが いちばん 身分た かく 生ま 

れ てきた か、 いいつ こしょう よごと、 マッチが いい ま 

した。 



「いいえ、 わたくし、 じぶんの こと をと やかく 申した 

く は ございま せんご と、 石の ス ー プ 入が こたえました _ 

「まあ、 それよりか、 たのしい 夕べの あつまり という こ 

とに いたして はどうで ございましよう。 さっそく、 わ 

たくしから はじめ ますよ。 わたくし は、 じっさい 出 

あつたお 話 をいた しましょう、 まあ どなた もけい けん 

なさる ような ことです ね。 そうすると、 たれに もよう 

いに そのば あいがそう ぞうされ て、 おもしろ かろうと 

おもう ので ございます。 さて、 東海 は、 デン マルク 領 

のぶな 林で —— 」 〔# 「ヒ は 底本で は 欠落〕 

「いいだしが すてき だ わ。 この 話、 きっと みんなお も 



「さあ、 それで はお どる わご と、 火 かきが いって、 お 

どり だしました。 ふしぎで すね、 あの 火 かきが うまく 

片足で おどる じゃありません か。 すみつ この 古 椅子の 

きれが それ をみ て、 おなか をき つて わらいました。 

「どう、 わたし も、 花環が もらえて ご と、 火 かきが ね 

だり ました、 そうして、 〔# 「」 は 底本で は 「。匕 そのと 

おりしても らいました。 

「どうも、 どいつ もこい つも、 くだらない 奴ら だ ご と 

マッチ は ひとりで かんがえて いました。 

さて、 こんど はお 茶 わかしが、 〔#「」 は 底本で は 「。匕 

歌 をうた ぅ番 でした。 ところが 風 を ひいて いると いつ 



「よし、 みんなで、 さわごう よご と、 一 同が いい まし 

た。 

そのと き、 ふと 戸が あきました。 このうち の 女中が 

はいって 来たので す。 それで みんな 〔# 「みんな」 は 底 

本で は 「みん 匕 はきゅうに おとなしく なって、 がたり 

ともさせ なくなりました。 でも、 おなべの なかまに は 

ひとり だって、 おもしろい あそび を しらない もの は あ 

リ ませんで したし、 じぶんた ちが どんなに なに かがで 

きて、 どんなにえ らいか、 とお もわない もの はあり ま 

せんでした。 そこで、 

「もちろん、 おれが やる つもりに なれば、 きっとず い 



ぶん おもしろい 晩にして みせる の だが な あご と、 おた 

がいに かんがえて いました。 

女中 は、 マッチ をつ まんで、 火 をす りました。 

おや、 しゅ ッと 音が したと おもうと、 ぱっとき もちよ 

くもえ 上がった ではありません か。 

「どう だ、 みんなみ ろよ。 やっぱり、 おれ はいちばん 

えらい の だ。 よく 光るな あ。 なんという あかるさ だ I 

I」 と、 こう マッチが おもう うち、 燃えき つてし まい 

ました。』 

「まあ、 おもしろ いお 話で ございまし たこと ご と、 そ 

きさき 

のとき、 ぉ妃 さまが おっしゃ いました。 「なんです か、 



こう、 台所の マッチの ところへ、 たましいが はこばれ 

て 行く ように おもいました。 それで はお まえにむ すめ 

は あげる ことにします よ。」 

「うん、 それが いいよ ご と、 王 さま も おっしゃ いまし 

た。 「それで は、 おまえ、 むすめ は 月曜 曰に もらう こと 

にしたら よかろう ご 

まず、 こんな 〔# 「こんな」 は 底本で は 「こん 匕 わけで 

お ふたりとももう、 うちの ものに なった つもりで、 む 

す こ を、 おまえと およびに なりました。 

これで、 いよいよ ご 婚礼と きまりました。 その まえ 

の晚 は、 町 じゅうに、 おいわいの イリ ユミ ネ ー ション 
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